
令和4年度「ビルの省エネルギーセミナー」

（SDGsとカーボンニュートラル）

一般社団法人日本ビルエネルギー総合管理技術協会

■カリキュラム（開催日程/講師）

第1日　　11月24日（木曜日） （敬称略）

時　間 講義テーマと概要 講師

9:50～10：50 SDGsに貢献する遠隔接続と省エネのポイント アズビル㈱

SDGs対応を踏まえた中央監視の遠隔接続サービスメリット及
び省エネ制御・熱源機更新の実際効果例を解説 柴本　覚

11：00～12：00
カーボンニュートラルに関する動向とデータ活用に
ついて

富士電機㈱

カーボンニュートラルの世の中の動向と実現に向けたデータ
活用について 原　慎大

13：00～14：00 SDGｓとカーボンニュートラルに対応した省エネ照明
技術

パナソニック㈱　　					　　　　
エレクトリックワークス社

SDGsやカーボンニュートラルなど照明設備に関するトレンド
とそれに対応した省エネ照明技術の紹介 岩井　彌

14：10～15：10 持続可能な社会実現に向けた建築設備技術の活用と
課題

㈱日本設計

脱炭素化推進、レジリエンス強化、健康増進、DX推進等の社
会課題と建築設備の関わりや役割・活用の方向性を考える 柳井　崇

第2日　　11月25日（金曜日）
時　間

9:50～10：50
コージェネの提供価値とSDGs・カーボンニュートラ
ルへの貢献

コージェネ財団

コージェネ基礎とともにSDGs・カーボンニュートラルに向け
たコージェネの役割と先導的な導入事例を紹介 川瀬　和孝

11：00～12：00 給排水衛生設備の二酸化炭素削減 (有)小坂技術士事務所	

ハイブッリド給湯システムによる二酸化炭素削減の可能性と
課題 小坂		信二	

13：00～14：00
カーボンニュートラルが必要とされる背景と役立つ
省エネ対策

㈱省エネルギープロジェクト

地球温暖化のメカニズム、サプライチェーン排出量の考え方
の理解、設備機器毎の稼働状況の現状把握および省エネ対策
推進手法と省エネ対策の実例説明

福田		英治

14：10～15：10 建築のカーボンニュートラル化とエネルギー管理 東京大学大学院工学系研究科

建築のカーボンニュートラル化を取り巻く社会動向を踏まえ
ながら、エネルギー管理の重要性と課題、今後のあり方など
について考える。

赤司		泰義
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■定　員 50名

■受講料 ○会員企業

（PPT資料込、税込） 　　　個人Aコース10,000円、個人Bコース10,000円、個人Cコース18,000円

　　　法人Aコース20,000円、法人Bコース20,000円、法人Cコース36,000円

　○会員外

　　 個人Aコース15,000円、個人Bコース15,000円、個人Cコース27,000円

　　 法人Aコース30,000円、法人Bコース30,000円、法人Cコース54,000円

　　　※法人コースはいずれも、１つのお申込みで5名様まで受講可。
　　　※講師の著作権保護のため、録画は禁止とさせていただきます。

■テキスト ｢ビル省エネルギー総合管理手法Ⅰ、Ⅱ｣セット
（1ｾｯﾄ税込） 　　　会　員　 7,500円

　　  会員外  9,750円

■受講にあたって 　・Zoomを使用致します。

　・申込受付後、参加費請求書とテキストを郵送致します。
　　　（テキスト不要の場合は、請求書PDFを申込者様E-mail宛に送付致します。）

　・参加URL及びPPT資料は、後日、受講者様E-mail宛に送付致します。
　　　（受講日1週間前から前日までに送付予定）

■申込締切 令和4年11月11日（金）

■お問い合わせ 一般社団法人日本ビルエネルギー総合管理技術協会
〒106-0044　東京都港区東麻布1-10-13　東麻布アネックス4F 

　　　　　　　　　　☎　03-6426-5411　　E-mail：info@bema.or.jp
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